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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】太陽光発電設備からの発電電力と電力会社から 
の受電電力とによって負荷による消費電力を賄う自家消 
費型太陽光発電システムの電力制御装置及び電力制御方 
法を提供する。
【解決手段】太陽光発電システムにおいて、電力制御装 
置は、受電電力値を３秒以下の周期で取得できるデータ 
取得部と、取得した受電電力値のデータ結果に基づいて 
発電電力を変更できる制御部とを含む。制御部は、デー 
タ取得部が取得したデータに基づいて、（直前の受電電 
力値（ｋＷ）－最新の受電電力値（ｋＷ））≧閾値Ａ（ 
但し、閾値Ａは０より大きく、直前の受電電力値（ｋＷ 
）の５～３０％の値が好ましい）の式を満たすかどうか 
を判定し、式を満たす場合、発電電力を低下させる。
【選択図】図３

審査請求　未請求　請求項の数　17　　ＯＬ　（全13頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 太 陽 光 発 電 設 備 か ら の 発 電 電 力 と 電 力 会 社 か ら の 受 電 電 力 と に よ っ て 負 荷 に よ る 消 費 電  
力 を 賄 う 自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 電 力 制 御 装 置 で あ っ て 、 前 記 電 力 制 御 装 置 が 、  
受 電 電 力 値 を ３ 秒 以 下 の 周 期 で 取 得 す る こ と が で き る デ ー タ 取 得 部 と 、 取 得 し た 受 電 電 力  
値 の デ ー タ 結 果 に 基 づ い て 発 電 電 力 を 変 更 す る こ と が で き る 制 御 部 と を 含 み 、 前 記 制 御 部  
は 、 前 記 デ ー タ 取 得 部 が 取 得 し た デ ー タ に 基 づ い て 、 （ 直 前 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） － 最 新  
の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ） ≧ 閾 値 Ａ （ 但 し 、 閾 値 Ａ は ０ よ り 大 き い ） の 式 （ ｉ ） を 満 た す か  
ど う か を 判 定 し 、 式 （ ｉ ） を 満 た す 場 合 に は 、 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る よ う に 構 成 し た こ と  
を 特 徴 と す る 電 力 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 デ ー タ 取 得 部 が 、 発 電 電 力 値 を 受 電 電 力 値 と 同 じ 周 期 で 取 得 す る こ と が で き る よ う に 構  
成 さ れ て お り 、 式 （ ｉ ） を 満 た す 場 合 に は 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） と ０ ～ ０ ． ９ ０ の  
範 囲 の 値 か ら 選 択 さ れ る 制 御 率 α と の 積 の 値 ま で 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る よ う に 構 成 し た こ  
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 閾 値 Ａ が 、 直 前 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） の ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 値 で あ る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 式 （ ｉ ） を 満 た さ な い 場 合 に は 、 制 御 部 が 、 デ ー タ 取 得 部 が 取 得 し た デ ー タ に 基 づ い て  
、 最 新 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ≧ 閾 値 Ｂ （ 但 し 、 閾 値 Ｂ は ０ よ り 大 き い ） の 式 （ ｉ ｉ ） を 満  
た す か ど う か を 判 定 し 、 式 （ ｉ ｉ ） を 満 た さ な い 場 合 に は 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） と  
制 御 率 α よ り 大 き い が １ ． ０ 未 満 の 値 の 制 御 率 β と の 積 の 値 ま で 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る よ  
う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 閾 値 Ｂ が 、 太 陽 光 発 電 設 備 の 定 格 発 電 量 （ ｋ Ｗ ） の ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 値  
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 制 御 率 β が 、 デ ー タ 取 得 部 が 取 得 し た デ ー タ に 基 づ い て 、 以 下 の 式 （ ｉ ｉ ｉ ） に 従 っ て  
計 算 さ れ た 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
　 制 御 率 β ＝ ［ （ 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ＋ 最 新 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ） － マ ー ジ ン 量  
（ ｋ Ｗ ） ］ ／ 定 格 発 電 量 （ ｋ Ｗ ） … 式 （ ｉ ｉ ｉ ）
【 請 求 項 ７ 】
　 マ ー ジ ン 量 が 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） の ５ ～ ４ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 値 で あ る  
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 式 （ ｉ ｉ ） を 満 た す 場 合 は 、 デ ー タ 取 得 部 の 次 の デ ー タ 取 得 後 に 、 式 （ ｉ ） を 満 た す か  
ど う か の 判 定 を 再 び 繰 り 返 す よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ ７ の い ず れ か に  
記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 自 家 消 費 型 太 陽  
光 発 電 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 太 陽 光 発 電 設 備 か ら の 発 電 電 力 と 電 力 会 社 か ら の 受 電 電 力 と に よ っ て 負 荷 に よ る 消 費 電  
力 を 賄 う 自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム に お い て 電 力 制 御 装 置 に よ っ て 発 電 電 力 を 制 御 す  
る 方 法 で あ っ て 、 前 記 電 力 制 御 装 置 が 、 受 電 電 力 値 を ３ 秒 以 下 の 周 期 で 取 得 す る こ と が で  
き る デ ー タ 取 得 部 と 、 取 得 し た 受 電 電 力 値 の デ ー タ 結 果 に 基 づ い て 発 電 電 力 を 変 更 す る こ  
と が で き る 制 御 部 と を 含 み 、 前 記 制 御 部 に よ っ て 、 前 記 デ ー タ 取 得 部 が 取 得 し た デ ー タ に  
基 づ い て 、 （ 直 前 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） － 最 新 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ） ≧ 閾 値 Ａ （ 但 し 、  
閾 値 Ａ は ０ よ り 大 き い ） の 式 （ ｉ ） を 満 た す か ど う か を 判 定 し 、 式 （ ｉ ） を 満 た す 場 合 に  
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は 、 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 デ ー タ 取 得 部 が 、 発 電 電 力 値 を 受 電 電 力 値 と 同 じ 周 期 で 取 得 す る こ と が で き る よ う に 構  
成 さ れ て お り 、 式 （ ｉ ） を 満 た す 場 合 に は 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） と ０ ～ ０ ． ９ ０ の  
範 囲 の 値 か ら 選 択 さ れ る 制 御 率 α と の 積 の 値 ま で 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 閾 値 Ａ が 、 直 前 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） の ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 値 で あ る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 式 （ ｉ ） を 満 た さ な い 場 合 に は 、 制 御 部 が 、 デ ー タ 取 得 部 が 取 得 し た デ ー タ に 基 づ い て  
、 最 新 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ≧ 閾 値 Ｂ （ 但 し 、 閾 値 Ｂ は ０ よ り 大 き い ） の 式 （ ｉ ｉ ） を 満  
た す か ど う か を 判 定 し 、 式 （ ｉ ｉ ） を 満 た さ な い 場 合 に は 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） と  
制 御 率 α よ り 大 き い が １ ． ０ 未 満 の 値 の 制 御 率 β と の 積 の 値 ま で 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る こ  
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 又 は １ ２ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 閾 値 Ｂ が 、 太 陽 光 発 電 設 備 の 定 格 発 電 量 （ ｋ Ｗ ） の ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 値  
で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 制 御 率 β が 、 デ ー タ 取 得 部 が 取 得 し た デ ー タ に 基 づ い て 、 以 下 の 式 （ ｉ ｉ ｉ ） に 従 っ て  
計 算 さ れ た 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 又 は １ ４ に 記 載 の 方 法 。
　 制 御 率 β ＝ ［ （ 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ＋ 最 新 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ） － マ ー ジ ン 量  
（ ｋ Ｗ ） ］ ／ 定 格 発 電 量 （ ｋ Ｗ ） … 式 （ ｉ ｉ ｉ ）
【 請 求 項 １ ６ 】
　 マ ー ジ ン 量 が 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） の ５ ～ ４ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 値 で あ る  
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 式 （ ｉ ｉ ） を 満 た す 場 合 は 、 デ ー タ 取 得 部 の 次 の デ ー タ 取 得 後 に 、 式 （ ｉ ） を 満 た す か  
ど う か の 判 定 を 再 び 繰 り 返 す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ ～ １ ６ の い ず れ か に 記 載 の 方 法  
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 太 陽 光 発 電 設 備 か ら の 発 電 電 力 と 電 力 会 社 か ら の 受 電 電 力 と に よ っ て 負 荷 に  
よ る 消 費 電 力 を 賄 う 自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 電 力 制 御 装 置 及 び 電 力 制 御 方 法 に 関  
す る も の で あ る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 発 電 電 力 量 を 常 時 あ ま り 抑 制 せ ず に 消 費 電 力 値 が 急 激  
に 低 下 す る 場 合 も 逆 潮 流 を 迅 速 に 防 止 す る こ と が で き る 自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の  
電 力 制 御 装 置 及 び 電 力 制 御 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 太 陽 光 発 電 は 、 国 に よ る 固 定 価 格 買 取 制 度 （ Ｆ Ｉ Ｔ ） に よ り ２ ０ 年 間 固 定 の 高 い  
単 価 で 電 気 を 売 る こ と が で き る た め 、 Ｆ Ｉ Ｔ 施 行 以 降 非 常 に 高 い 人 気 が 続 い て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 電 力 会 社 の 買 取 価 格 の 低 下 に よ り 、 新 規 設 置 で は 買 取 価 格 は 電 気 料 金 と  
ほ ぼ 同 額 、 あ る い は そ れ よ り 低 下 す る た め 、 太 陽 光 発 電 設 備 に 対 す る 投 資 妙 味 が な く な り  
つ つ あ る 。 ま た 、 電 力 会 社 の 出 力 制 御 要 請 に よ り 発 電 し た 設 備 か ら の 売 電 を 抑 制 せ ざ る を  
え な い 環 境 も 生 じ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 か か る 環 境 の 下 、 太 陽 光 発 電 設 備 は 、 発 電 し た 電 力 を 電 力 会 社 に 売 る よ り 自 家 消 費 す る  
こ と を 目 的 と し た 設 計 が 増 え つ つ あ る 。 こ の よ う な 自 家 消 費 型 の 設 計 で は 、 太 陽 光 発 電 シ  
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ス テ ム か ら 電 力 会 社 へ の 電 力 の 逆 潮 流 を 防 止 す る よ う に 制 御 す る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 逆 潮 流 を 防 止 し た 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム と し て は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ ～ ３ が 挙 げ ら れ る 。  
特 許 文 献 １ で は 、 消 費 電 力 量 と 発 電 電 力 量 の 差 （ つ ま り 、 受 電 電 力 値 ） が 設 定 閾 値 以 下 と  
な っ た 場 合 に 太 陽 光 発 電 装 置 か ら 供 給 さ れ る 電 力 量 を 所 定 値 ま で 低 減 す る こ と が 開 示 さ れ  
、 特 許 文 献 ２ で は 、 負 荷 に よ る 消 費 電 力 量 に 対 す る 発 電 電 力 量 の 不 足 分 が 閾 値 以 下 に な っ  
た 場 合 に 太 陽 光 発 電 装 置 か ら 供 給 さ れ る 電 力 量 を 抑 制 す る こ と が 開 示 さ れ て い る 。 ま た 、  
特 許 文 献 ３ で は 、 発 電 電 力 の 上 限 値 を 、 発 電 電 力 の 上 限 値 と 消 費 電 力 と の 差 が 消 費 電 力 の  
一 次 関 数 と な る よ う に 設 定 し て 、 発 電 電 力 が こ の 上 限 値 以 下 と な る よ う に 制 御 す る こ と が  
開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ れ ら の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム で は 、 い ず れ も 、 一 定 の 時 間 間 隔 で 発 電 電 力 量 や 消 費 電 力  
量 の 計 測 を 行 な い 、 得 ら れ た 発 電 電 力 量 や 消 費 電 力 量 の デ ー タ か ら 各 時 点 で の 消 費 電 力 量  
と 発 電 電 力 量 の 差 （ つ ま り 、 受 電 電 力 値 ） を 計 算 し 、 こ の 各 時 点 で の 受 電 電 力 値 に 基 づ い  
て 、 発 電 電 力 の 制 御 を 行 な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 消 費 電 力 値 の 経 時 変 化 が 緩 慢 で あ る 場 合 は 、 こ の よ う な 各 時 点 で の 受 電 電 力 値 に 基 づ く  
電 力 制 御 で 十 分 対 応 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 消 費 電 力 値 の 経 時 変 化 が 急 速 で あ  
る 場 合 、 例 え ば 工 場 な ど で 昼 休 み の 開 始 時 に 一 斉 に 稼 働 を 停 止 す る こ と に よ り 消 費 電 力 が  
短 時 間 で 急 速 に 低 下 す る 場 合 な ど に は 、 各 時 点 で の 受 電 電 力 値 に 基 づ く 電 力 制 御 で は 迅 速  
に 対 応 す る こ と が で き ず 、 そ の 結 果 、 消 費 電 力 が 低 下 し た に も か か わ ら ず 発 電 電 力 が 大 き  
い ま ま で 発 電 電 力 が 消 費 電 力 を 上 回 っ て し ま い 、 電 力 会 社 へ の 電 力 の 逆 潮 流 が 発 生 し て し  
ま う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 逆 潮 流 の 発 生 の 問 題 を 未 然 に 防 止 す る た め に 、 従 来 は 、 発 電 電 力 量 の 上 限 値  
を 太 陽 光 発 電 設 備 の 定 格 発 電 量 よ り も 敢 え て 大 幅 に 低 く す る こ と 、 つ ま り 安 全 の た め の マ  
ー ジ ン 量 を 大 き く と る こ と が 一 般 的 に 行 な わ れ て い る 。 こ の 場 合 、 逆 潮 流 の 発 生 は 防 止 す  
る こ と が で き る が 、 大 幅 な マ ー ジ ン 量 の た め に 発 電 電 力 量 を 常 時 低 く 抑 制 す る こ と に な り  
、 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 発 電 能 力 を 有 効 に 活 用 で き な い 問 題 が あ っ た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ７ － ９ ３ １ ２ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ２ － １ ７ ５ ８ ５ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 許 第 ６ ３ ６ ４ ５ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 従 来 技 術 の 問 題 を 解 消 す る た め に 創 案 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は  
、 逆 潮 流 防 止 の た め の 発 電 電 力 の 抑 制 量 を 最 小 限 に し な が ら 、 消 費 電 力 の 急 激 な 低 下 時 で  
あ っ て も 逆 潮 流 を 迅 速 に 防 止 す る こ と が で き る 自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 電 力 制 御  
装 置 及 び 電 力 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 者 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 最 新 の 受 電 電 力 値 と そ の 直  
前 の 受 電 電 力 値 と を ３ 秒 以 下 の 短 い 周 期 で 取 得 し 、 両 受 電 電 力 値 の 間 で 急 激 な 低 下 の 問 題  
が あ る か ど う か を 特 定 の 式 で 判 定 し 、 そ の 式 に よ り 問 題 が あ る と 認 め ら れ る 場 合 に は 発 電  
電 力 を 低 下 さ せ て 逆 潮 流 を 防 止 す る こ と 、 さ ら に 必 要 に よ り 上 記 の 判 定 で 問 題 が 認 め ら れ  
な く て も 最 新 の 受 電 電 力 値 が 特 定 の 値 よ り 低 い 場 合 に は 逆 潮 流 の 発 生 の 傾 向 が 認 め ら れ る  
と し て 同 じ く 発 電 電 力 を 低 下 さ せ て 逆 潮 流 を 防 止 す る こ と に よ り 、 逆 潮 流 防 止 の た め の 発  
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電 電 力 の 抑 制 の マ ー ジ ン 量 を 最 小 限 に し な が ら 、 逆 潮 流 が 急 激 に 発 生 し う る 場 合 に 逆 潮 流  
を 迅 速 に 防 止 す る こ と が で き 、 ま た 逆 潮 流 の 傾 向 を 少 し で も 示 し た 場 合 に も 逆 潮 流 を 確 実  
に 防 止 す る こ と が で き る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 の 完 成 に 至 っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 即 ち 、 本 発 明 は 、 以 下 の ［ １ ］ ～ ［ １ ７ ］ の 構 成 を 有 す る も の で あ る 。
［ １ ］ 太 陽 光 発 電 設 備 か ら の 発 電 電 力 と 電 力 会 社 か ら の 受 電 電 力 と に よ っ て 負 荷 に よ る 消  
費 電 力 を 賄 う 自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 電 力 制 御 装 置 で あ っ て 、 前 記 電 力 制 御 装 置  
が 、 受 電 電 力 値 を ３ 秒 以 下 の 周 期 で 取 得 す る こ と が で き る デ ー タ 取 得 部 と 、 取 得 し た 受 電  
電 力 値 の デ ー タ 結 果 に 基 づ い て 発 電 電 力 を 変 更 す る こ と が で き る 制 御 部 と を 含 み 、 前 記 制  
御 部 は 、 前 記 デ ー タ 取 得 部 が 取 得 し た デ ー タ に 基 づ い て 、 （ 直 前 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） －  
最 新 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ） ≧ 閾 値 Ａ （ 但 し 、 閾 値 Ａ は ０ よ り 大 き い ） の 式 （ ｉ ） を 満 た  
す か ど う か を 判 定 し 、 式 （ ｉ ） を 満 た す 場 合 に は 、 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る よ う に 構 成 し た  
こ と を 特 徴 と す る 電 力 制 御 装 置 。
［ ２ ］ デ ー タ 取 得 部 が 、 発 電 電 力 値 を 受 電 電 力 値 と 同 じ 周 期 で 取 得 す る こ と が で き る よ う  
に 構 成 さ れ て お り 、 式 （ ｉ ） を 満 た す 場 合 に は 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） と ０ ～ ０ ． ９  
０ の 範 囲 の 値 か ら 選 択 さ れ る 制 御 率 α と の 積 の 値 ま で 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る よ う に 構 成 し  
た こ と を 特 徴 と す る ［ １ ］ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
［ ３ ］ 閾 値 Ａ が 、 直 前 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） の ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 値 で あ る  
こ と を 特 徴 と す る ［ １ ］ 又 は ［ ２ ］ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
［ ４ ］ 式 （ ｉ ） を 満 た さ な い 場 合 に は 、 制 御 部 が 、 デ ー タ 取 得 部 が 取 得 し た デ ー タ に 基 づ  
い て 、 最 新 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ≧ 閾 値 Ｂ （ 但 し 、 閾 値 Ｂ は ０ よ り 大 き い ） の 式 （ ｉ ｉ ）  
を 満 た す か ど う か を 判 定 し 、 式 （ ｉ ｉ ） を 満 た さ な い 場 合 に は 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ  
） と 制 御 率 α よ り 大 き い が １ ． ０ 未 満 の 値 の 制 御 率 β と の 積 の 値 ま で 発 電 電 力 を 低 下 さ せ  
る よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る ［ ２ ］ 又 は ［ ３ ］ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
［ ５ ］ 閾 値 Ｂ が 、 太 陽 光 発 電 設 備 の 定 格 発 電 量 （ ｋ Ｗ ） の ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ  
る 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る ［ ４ ］ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
［ ６ ］ 制 御 率 β が 、 デ ー タ 取 得 部 が 取 得 し た デ ー タ に 基 づ い て 、 以 下 の 式 （ ｉ ｉ ｉ ） に 従  
っ て 計 算 さ れ た 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る ［ ４ ］ 又 は ［ ５ ］ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
　 制 御 率 β ＝ ［ （ 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ＋ 最 新 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ） － マ ー ジ ン 量  
（ ｋ Ｗ ） ］ ／ 定 格 発 電 量 （ ｋ Ｗ ） … 式 （ ｉ ｉ ｉ ）
［ ７ ］ マ ー ジ ン 量 が 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） の ５ ～ ４ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 値 で  
あ る こ と を 特 徴 と す る ［ ６ ］ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
［ ８ ］ 式 （ ｉ ｉ ） を 満 た す 場 合 は 、 デ ー タ 取 得 部 の 次 の デ ー タ 取 得 後 に 、 式 （ ｉ ） を 満 た  
す か ど う か の 判 定 を 再 び 繰 り 返 す よ う に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る ［ ４ ］ ～ ［ ７ ］ の い ず  
れ か に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
［ ９ ］ ［ １ ］ ～ ［ ８ ］ の い ず れ か に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 自 家 消 費  
型 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム 。
［ １ ０ ］ 太 陽 光 発 電 設 備 か ら の 発 電 電 力 と 電 力 会 社 か ら の 受 電 電 力 と に よ っ て 負 荷 に よ る  
消 費 電 力 を 賄 う 自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム に お い て 電 力 制 御 装 置 に よ っ て 発 電 電 力 を  
制 御 す る 方 法 で あ っ て 、 前 記 電 力 制 御 装 置 が 、 受 電 電 力 値 を ３ 秒 以 下 の 周 期 で 取 得 す る こ  
と が で き る デ ー タ 取 得 部 と 、 取 得 し た 受 電 電 力 値 の デ ー タ 結 果 に 基 づ い て 発 電 電 力 を 変 更  
す る こ と が で き る 制 御 部 と を 含 み 、 前 記 制 御 部 に よ っ て 、 前 記 デ ー タ 取 得 部 が 取 得 し た デ  
ー タ に 基 づ い て 、 （ 直 前 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） － 最 新 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ） ≧ 閾 値 Ａ （  
但 し 、 閾 値 Ａ は ０ よ り 大 き い ） の 式 （ ｉ ） を 満 た す か ど う か を 判 定 し 、 式 （ ｉ ） を 満 た す  
場 合 に は 、 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
［ １ １ ］ デ ー タ 取 得 部 が 、 発 電 電 力 値 を 受 電 電 力 値 と 同 じ 周 期 で 取 得 す る こ と が で き る よ  
う に 構 成 さ れ て お り 、 式 （ ｉ ） を 満 た す 場 合 に は 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） と ０ ～ ０ ．  
９ ０ の 範 囲 の 値 か ら 選 択 さ れ る 制 御 率 α と の 積 の 値 ま で 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る こ と を 特 徴  
と す る ［ １ ０ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ２ ］ 閾 値 Ａ が 、 直 前 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） の ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 値 で あ  
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る こ と を 特 徴 と す る ［ １ ０ ］ 又 は ［ １ １ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ３ ］ 式 （ ｉ ） を 満 た さ な い 場 合 に は 、 制 御 部 が 、 デ ー タ 取 得 部 が 取 得 し た デ ー タ に 基  
づ い て 、 最 新 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ≧ 閾 値 Ｂ （ 但 し 、 閾 値 Ｂ は ０ よ り 大 き い ） の 式 （ ｉ ｉ  
） を 満 た す か ど う か を 判 定 し 、 式 （ ｉ ｉ ） を 満 た さ な い 場 合 に は 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ  
Ｗ ） と 制 御 率 α よ り 大 き い が １ ． ０ 未 満 の 値 の 制 御 率 β と の 積 の 値 ま で 発 電 電 力 を 低 下 さ  
せ る こ と を 特 徴 と す る ［ １ １ ］ 又 は ［ １ ２ ］ に 記 載 の 電 力 制 御 装 置 。
［ １ ４ ］ 閾 値 Ｂ が 、 太 陽 光 発 電 設 備 の 定 格 発 電 量 （ ｋ Ｗ ） の ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ  
れ る 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る ［ １ ３ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ５ ］ 制 御 率 β が 、 デ ー タ 取 得 部 が 取 得 し た デ ー タ に 基 づ い て 、 以 下 の 式 （ ｉ ｉ ｉ ） に  
従 っ て 計 算 さ れ た 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る ［ １ ３ ］ 又 は ［ １ ４ ］ に 記 載 の 方 法 。
　 制 御 率 β ＝ ［ （ 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ＋ 最 新 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ） － マ ー ジ ン 量  
（ ｋ Ｗ ） ］ ／ 定 格 発 電 量 （ ｋ Ｗ ） … 式 （ ｉ ｉ ｉ ）
［ １ ６ ］ マ ー ジ ン 量 が 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） の ５ ～ ４ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 値  
で あ る こ と を 特 徴 と す る ［ １ ５ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ７ ］ 式 （ ｉ ｉ ） を 満 た す 場 合 は 、 デ ー タ 取 得 部 の 次 の デ ー タ 取 得 後 に 、 式 （ ｉ ） を 満  
た す か ど う か の 判 定 を 再 び 繰 り 返 す こ と を 特 徴 と す る ［ １ ３ ］ ～ ［ １ ６ ］ の い ず れ か に 記  
載 の 方 法 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 最 新 の 受 電 電 力 値 と そ の 直 前 の 受 電 電 力 値 と を ３ 秒 以 下 の 短 い 周 期 で  
取 得 し 、 両 受 電 電 力 値 の 間 で 急 激 な 低 下 の 問 題 が あ る か ど う か を 特 定 の 式 で 判 定 し 、 そ の  
式 に よ り 問 題 が あ る と 認 め ら れ る 場 合 に は 発 電 電 力 を 低 下 さ せ て い る の で 、 逆 潮 流 防 止 の  
た め の 発 電 電 力 の 抑 制 の マ ー ジ ン 量 を 最 小 限 に し な が ら 、 逆 潮 流 が 急 激 に 発 生 し う る 場 合  
に 逆 潮 流 を 迅 速 に 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 さ ら に 必 要 に よ り 上 記 の 判 定 で 問 題 が 認  
め ら れ な く て も 最 新 の 受 電 電 力 値 が 特 定 の 値 よ り 低 い 場 合 に は 逆 潮 流 の 発 生 の 傾 向 が 認 め  
ら れ る と し て 同 じ く 発 電 電 力 を 低 下 さ せ て い る の で 、 逆 潮 流 の 傾 向 を 少 し で も 示 し た 場 合  
に も 逆 潮 流 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 電 力 制 御 装 置 を 含 む 自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 一 例 の 概  
略 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 従 来 技 術 の 電 力 制 御 装 置 を 使 用 し た 場 合 の 発 電 電 力 の 制 御 方 法 の フ ロ ー  
チ ャ ー ト の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 電 力 制 御 装 置 を 使 用 し た 場 合 の 発 電 電 力 の 制 御 方 法 の フ ロ ー チ  
ャ ー ト の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 従 来 技 術 の 電 力 制 御 装 置 を 使 用 し た 場 合 の 逆 潮 流 防 止 効 果 シ ミ ュ レ ー シ  
ョ ン の 一 例 を 表 わ す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 従 来 技 術 の 電 力 制 御 装 置 を 使 用 し た 場 合 の 逆 潮 流 防 止 効 果 シ ミ ュ レ ー シ  
ョ ン の 別 の 一 例 を 表 わ す グ ラ フ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 の 電 力 制 御 装 置 を 使 用 し た 場 合 の 逆 潮 流 防 止 効 果 シ ミ ュ レ ー シ ョ  
ン の 一 例 を 表 わ す グ ラ フ で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 電 力 制 御 装 置 、 電 力 制 御 方 法 、 及 び そ れ ら を 使 用 し た 太 陽 光 発 電 シ ス テ  
ム の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で  
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は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 電 力 制 御 装 置 は 、 発 電 電 力 の 抑 制 の マ ー ジ ン 量 を 最 小 限 に し な が ら 、 消 費 電 力  
の 急 激 な 低 下 に よ る 逆 潮 流 を 迅 速 に 防 止 す る こ と が で き る 新 規 な 制 御 方 法 を 使 用 す る こ と  
に 特 徴 が あ り 、 そ れ 以 外 は 従 来 公 知 の も の と 基 本 的 に 同 じ 装 置 を 適 宜 採 用 す る こ と が で き  
る 。 ま た 、 本 発 明 の 電 力 制 御 装 置 を 使 用 し て 制 御 さ れ る 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム 本 体 は 、 そ れ  
自 体 、 基 本 的 に 従 来 公 知 の も の を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 電 力 制 御 装 置 は 、 太 陽 光 発 電 設 備 か ら の 発 電  
電 力 と 電 力 会 社 か ら の 受 電 電 力 と に よ っ て 負 荷 に よ る 消 費 電 力 を 賄 う も の で あ る 。 本 発 明  
の 電 力 制 御 装 置 は 、 受 電 電 力 値 を ３ 秒 以 下 の 短 い 周 期 で 取 得 す る こ と が で き る デ ー タ 取 得  
部 と 、 取 得 し た 受 電 電 力 値 の デ ー タ 結 果 に 基 づ い て 発 電 電 力 を 変 更 す る こ と が で き る 制 御  
部 と を 含 み 、 制 御 部 に お い て 、 短 い 周 期 で 特 定 の 式 （ ｉ ） で 急 激 な 受 電 電 力 値 の 低 下 の お  
そ れ が あ る か ど う か を 判 定 し 、 そ の お そ れ が 認 め ら れ る 場 合 に 発 電 電 力 を 低 下 さ せ て 逆 潮  
流 を 迅 速 に 防 止 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 電 力 制 御 装 置 を 使 用 し た 自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 一 例 を 概 略  
的 に 示 し た も の で あ る 。 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム １ は 、 太 陽  
光 発 電 設 備 ２ か ら の 発 電 電 力 ２ Ａ と 、 電 力 会 社 ３ か ら の 受 電 電 力 ３ Ａ と 、 任 意 選 択 的 に 蓄  
電 池 か ら の 供 給 電 力 （ 図 示 せ ず ） と に よ っ て 負 荷 ４ に よ る 消 費 電 力 ４ Ａ を 賄 う 自 家 消 費 型  
太 陽 光 発 電 シ ス テ ム で あ る 。 本 発 明 の 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム １ は 、 本 発 明 の 電 力 制 御 装 置 を  
使 用 し て 前 述 の 各 電 力 を 制 御 す る こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 図 １ の 太 陽 光 発 電  
シ ス テ ム １ で は 、 建 造 物 の 屋 上 に 太 陽 光 発 電 設 備 ２ が 設 置 さ れ 、 消 費 電 力 ４ Ａ を 要 求 す る  
も の と し て 建 造 物 内 の 空 調 設 備 ５ を 含 む 負 荷 ４ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム １ で は 、 電 力 会 社 ３ の 系 統 電 力 網 か ら 電 力 ３ Ａ が 受 電 さ れ て 分 電 盤  
９ に 送 ら れ る 。 こ の と き の 受 電 電 力 ３ Ａ は 、 例 え ば ス マ ー ト メ ー タ ー ８ に よ っ て 計 測 さ れ  
る 。 ま た 、 太 陽 光 発 電 設 備 ２ で 発 電 し た 電 力 は 、 直 流 電 力 で 出 力 さ れ 、 パ ワ ー コ ン デ ィ シ  
ョ ナ ー （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 交 流 電 力 に 変 換 さ れ 、 発 電 電 力 ２ Ａ と し て 分 電 盤 ９ に 送 ら れ  
る 。 分 電 盤 ９ に 集 め ら れ た 受 電 電 力 ３ Ａ 及 び 発 電 電 力 ２ Ａ は 、 合 わ せ て 負 荷 ４ に 送 ら れ 、  
消 費 電 力 ４ Ａ と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 電 力 制 御 装 置 は 、 電 力 会 社 ３ か ら の 受 電 電 力 ３ Ａ の 計 測 デ ー タ 、 つ ま り 受 電 力  
値 、 及 び 必 要 に よ り 発 電 電 力 値 を そ れ ぞ れ 特 定 の 周 期 で 取 得 す る こ と が で き る デ ー タ 取 得  
部 ６ と 、 そ れ ら の デ ー タ 結 果 に 基 づ い て 発 電 電 力 ２ Ａ を 変 更 す る こ と が で き る 制 御 部 ７ と  
を 含 む 。 デ ー タ 取 得 部 ６ は 、 そ れ 自 体 、 各 電 力 を 計 測 す る も の で な く て も よ く 、 各 電 力 の  
計 測 デ ー タ を 取 得 す る こ と が で き れ ば 十 分 で あ る 。 デ ー タ 取 得 部 ６ で 取 得 さ れ た デ ー タ は  
、 例 え ば イ ン タ ー ネ ッ ト １ ０ を 介 し て ク ラ ウ ド サ ー バ ー １ １ に 送 る こ と が で き 、 制 御 部 ７  
は 、 そ こ か ら デ ー タ を 与 え ら れ る こ と も で き る 。 制 御 部 ７ は 、 デ ー タ 取 得 部 ６ と 一 体 的 に  
設 け ら れ て も よ い し 、 デ ー タ 取 得 部 ６ か ら 離 れ て 設 け ら れ て も よ い 。 ま た 、 制 御 部 ７ は 、  
パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ ー の 中 に 一 体 的 に 設 け ら れ て も よ い し 、 パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ ー と  
は 別 に 設 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 電 力 制 御 装 置 に お け る 発 電 電 力 の 制 御 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 理 解 の 容  
易 の た め 、 ま ず 従 来 技 術 の 電 力 制 御 装 置 を 使 用 し た 場 合 の 発 電 電 力 の 制 御 方 法 の 一 例 と し  
て 、 図 ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 し 、 次 に そ の 対 比 と し て 、 本 発 明 の 電 力 制 御 装  
置 を 使 用 し た 場 合 の 発 電 電 力 の 制 御 方 法 の 一 例 と し て 、 図 ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て  
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ は 、 従 来 技 術 の 電 力 制 御 装 置 を 使 用 し た 場 合 の 発 電 電 力 の 制 御 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー  
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ト の 一 例 で あ る 。 上 述 の 通 り 、 従 来 技 術 の 発 電 電 力 の 制 御 方 法 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 各 時  
点 で の 受 電 電 力 値 に 基 づ く も の で あ り 、 基 本 的 に 受 電 電 力 値 の 各 時 点 で の 一 時 的 な 低 下 に  
基 づ く 制 御 し か 行 な う こ と が で き な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ の 従 来 技 術 の 発 電 電 力 の 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト で は 、 制 御 が 開 始 さ れ る と 、 デ ー タ  
取 得 部 に お い て 、 受 電 電 力 値 が 特 定 の 周 期 （ 例 え ば 、 ６ 秒 間 隔 ） で 取 得 さ れ る 。 そ し て 、  
制 御 部 に お い て 、 そ の 取 得 し た 時 点 の 受 電 電 力 値 に 基 づ い て 受 電 電 力 値 が 低 下 し て 逆 潮 流  
の お そ れ が あ る か ど う か を 判 定 す る 。 具 体 的 に は 、 受 電 電 力 値 ≧ 閾 値 の 式 を 満 た す か ど う  
か に よ り 発 電 電 力 の 低 下 の 要 否 が 判 定 さ れ る 。 こ の 閾 値 は 、 ０ 以 上 の 値 で あ り 、 大 き い ほ  
ど 逆 潮 流 の 防 止 の マ ー ジ ン 量 が 大 き く な る 。 受 電 電 力 値 が こ の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 （ 図 ２  
中 の 「 は い 」 ） は 、 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） は 低 下 し て い な い か 、 又 は 低 下 し て い て も 逆 潮  
流 が 発 生 す る お そ れ の あ る 危 険 域 に は ま だ 到 達 し て い な い と み な さ れ 、 発 電 電 力 の 低 下 は  
行 な わ れ な い 。 一 方 、 受 電 電 力 値 が こ の 閾 値 よ り も 小 さ い 場 合 （ 図 ２ 中 の 「 い い え 」 ） は  
、 逆 潮 流 が 発 生 す る お そ れ の あ る 危 険 域 ま で 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） が 低 下 し て い る と み な  
さ れ 、 制 御 部 が 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る よ う に 制 御 す る 。 こ の よ う な デ ー タ 取 得 、 判 定 、 及  
び そ れ に 基 づ く 発 電 電 力 の 制 御 は 、 デ ー タ 取 得 に 合 わ せ た 特 定 の 周 期 で 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ の 従 来 技 術 の 制 御 方 法 で は 、 取 得 し た 各 時 点 で の 受 電 電 力 値 の み に 基 づ い て 発 電 電  
力 を 制 御 し て い る の で 、 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） の 各 時 点 で の 一 時 的 な 低 下 に 基 づ く 制 御 し  
か 行 な う こ と が で き ず 、 本 発 明 の 制 御 方 法 の よ う に 、 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） の 急 激 な 低 下  
に 基 づ く 制 御 を 迅 速 に 行 な う こ と が で き な い 。 従 っ て 、 図 ２ の 従 来 技 術 の 制 御 方 法 で は 、  
受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） の 急 激 な 低 下 を 含 め て 逆 潮 流 を 確 実 に 防 止 す る た め に 上 述 の 判 定 式  
の 閾 値 を 大 き く と ら ざ る を え な い 。 そ の た め 、 発 電 電 力 の 抑 制 の マ ー ジ ン 量 が 大 き く 、 結  
果 と し て 太 陽 光 発 電 設 備 の 能 力 が 抑 制 さ れ る こ と が 多 く 、 本 来 の 能 力 を 十 分 に 活 用 で き て  
い な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 電 力 制 御 装 置 を 使 用 し た 場 合 の 発 電 電 力 の 制 御 方 法 の 一 例 と し て 、 図 ３  
の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 発 明 の 発 電 電 力 の 制 御 方 法 は 、 図 ３ に 示 す よ う  
に 、 最 初 に 、 あ る 最 新 の 計 測 時 点 で の 受 電 電 力 値 と そ の 直 前 の 計 測 時 点 で の 受 電 電 力 値 を  
３ 秒 以 下 の 短 い 周 期 で 取 得 し 、 こ れ ら の 短 い 周 期 の 間 の 受 電 電 力 値 の 差 が 特 定 の 値 以 上 の  
場 合 に 受 電 電 力 値 の 急 速 な 経 時 変 化 が あ る と 判 定 し て 逆 潮 流 を 迅 速 に 防 止 す る た め に 発 電  
電 力 の 低 下 の 制 御 を 行 な う も の で あ る 。 ま た 、 さ ら に 必 要 に よ り 、 前 記 の 判 定 の 受 電 電 力  
値 の 急 激 な 経 時 変 化 が 認 め ら れ な く て も 最 新 の 受 電 電 力 値 が 特 定 の 値 よ り 低 い 場 合 に は 逆  
潮 流 の 発 生 の 傾 向 が 認 め ら れ る と 判 定 し て 同 じ く 発 電 電 力 の 低 下 の 制 御 を 行 な い 、 逆 潮 流  
を 確 実 に 防 止 し よ う と す る も の で あ る 。 図 ３ で は 、 上 記 の 二 つ の 判 定 方 法 の そ れ ぞ れ が 上  
下 に 時 系 列 で 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ３ の 本 発 明 の 発 電 電 力 の 制 御 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で は 、 制 御 が 開 始 さ れ る と 、 デ ー  
タ 取 得 部 に お い て 、 受 電 電 力 値 、 及 び 所 望 に よ り 発 電 電 力 値 が ３ 秒 以 下 の 特 定 の 周 期 （ 例  
え ば 、 ２ 秒 間 隔 ） で 取 得 さ れ る 。 そ し て 、 制 御 部 に お い て 、 そ の 取 得 し た 受 電 電 力 値 に 基  
づ い て 発 電 電 力 が 急 激 に 低 下 し て 逆 潮 流 の お そ れ が あ る か ど う か を 判 定 す る 。 判 定 は 、 直  
前 の 受 電 電 力 値 と 最 新 の 受 電 電 力 値 と の 差 を 計 算 し 、 こ の 差 が 特 定 の 閾 値 Ａ 以 上 で あ る か  
ど う か で 行 な わ れ る 。 具 体 的 に は 、 （ 直 前 の 受 電 電 力 値 － 最 新 の 受 電 電 力 値 ） ≧ 閾 値 Ａ の  
式 を 満 た す か ど う か に よ り 発 電 電 力 の 低 下 の 要 否 が 判 定 さ れ る 。 こ の 閾 値 Ａ は 、 ０ よ り 大  
き い 値 で あ り 、 直 前 の 受 電 電 力 値 が こ の 短 い 周 期 の 間 に ど れ く ら い の 割 合 で 下 が る と 逆 潮  
流 の 危 険 が 生 じ る か に 基 づ い て 適 宜 決 定 さ れ る 。 こ の 閾 値 Ａ は 、 直 前 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ  
） の ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 値 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 受 電 電 力 値 の 差 が こ の 閾 値 Ａ 以 上 で あ る 場 合 （ 図 ３ 中 の 上 側 の 長 方 形 中 の 「 は い 」 ） は  
、 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） が 急 激 に 低 下 し て お り 、 逆 潮 流 が 発 生 す る お そ れ の あ る 危 険 域 に  
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到 達 し て い る と み な さ れ 、 制 御 部 が 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る よ う に 制 御 す る 。 こ の 場 合 の 発  
電 電 力 の 低 下 量 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） か ら １ ０ ％ 以 上 、 さ ら  
に は ２ ０ ％ 以 上 、 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る よ う に 制 御 す る こ と が 好 ま し い 。 即 ち 、 最 新 の 発  
電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） と ０ ～ ０ ． ９ ０ （ 好 ま し く は ０ ～ ０ ． ８ ０ ） の 範 囲 の 値 か ら 選 択 さ れ る  
制 御 率 α と の 積 の 値 ま で 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る よ う に 制 御 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 一 方 、 受 電 電 力 値 の 差 が こ の 閾 値 Ａ よ り も 小 さ い 場 合 （ 図 ３ 中 の 上 側 の 長 方 形 中 の 「 い  
い え 」 ） は 、 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） が 急 激 に 低 下 し て い な い と み な さ れ る 。 こ の 場 合 、 さ  
ら に 必 要 に よ り 、 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） 自 体 の 低 下 が あ る か ど う か を 判 定 す る た め に 、 図  
３ の 下 側 の 長 方 形 の 部 分 に 進 む 。 こ の 部 分 は 、 上 述 し た 図 ２ に 示 さ れ る 従 来 の 各 時 点 で の  
受 電 電 力 値 の み に 基 づ く 発 電 電 力 の 制 御 と 実 質 的 に 同 じ で あ る 。 こ こ で の 判 定 は 、 各 時 点  
で の 受 電 電 力 値 自 体 が 特 定 の 閾 値 Ｂ よ り 低 下 し て 逆 潮 流 の お そ れ が あ る か ど う か で 行 な わ  
れ る 。 具 体 的 に は 、 受 電 電 力 値 ≧ 閾 値 Ｂ の 式 を 満 た す か ど う か に よ り 発 電 電 力 の 低 下 の 要  
否 が 判 定 さ れ る 。 こ の 閾 値 Ｂ は 、 ０ よ り 大 き い 値 で あ り 、 大 き い ほ ど 逆 潮 流 の 防 止 の マ ー  
ジ ン 量 が 大 き く な る が 、 急 激 な 受 電 電 力 の 低 下 が な い と 既 に 判 断 さ れ て い る の で 、 従 来 の  
図 ２ の 方 法 の よ う に 大 き く す る 必 要 が な い 。 閾 値 Ｂ は 、 太 陽 光 発 電 設 備 の 定 格 発 電 量 （ ｋ  
Ｗ ） の ５ ～ ３ ０ ％ の 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 値 で あ る こ と が 好 ま し い 。 受 電 電 力 値 が こ の 閾 値  
Ｂ 以 上 で あ る 場 合 （ 図 ３ 中 の 下 側 の 長 方 形 中 の 「 は い 」 ） は 、 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） は 低  
下 し て い な い か 、 又 は 低 下 し て い て も 逆 潮 流 が 発 生 す る お そ れ の あ る 危 険 域 に は ま だ 到 達  
し て い な い と み な さ れ 、 発 電 電 力 の 低 下 は 行 な わ れ な い 。 一 方 、 受 電 電 力 値 が こ の 閾 値 Ｂ  
よ り も 小 さ い 場 合 （ 図 ３ 中 の 下 側 の 長 方 形 中 の 「 い い え 」 ） は 、 逆 潮 流 が 発 生 す る お そ れ  
の あ る 危 険 域 ま で 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） が 低 下 し て い る と み な さ れ 、 制 御 部 が 発 電 電 力 を  
低 下 さ せ る よ う に 制 御 す る 。 具 体 的 に は 、 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） と 制 御 率 α よ り 大 き  
い が １ ． ０ 未 満 の 値 の 制 御 率 β と の 積 の 値 ま で 発 電 電 力 を 低 下 さ せ る よ う に 制 御 部 が 制 御  
す る 。 こ こ で 制 御 率 β は 、 デ ー タ 取 得 部 が 取 得 し た 最 新 の 発 電 電 力 値 及 び 最 新 の 受 電 電 力  
値 に 基 づ い て 、 制 御 率 β ＝ ［ （ 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ＋ 最 新 の 受 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） ）  
－ マ ー ジ ン 量 （ ｋ Ｗ ） ］ ／ 定 格 発 電 量 （ ｋ Ｗ ） の 式 に 従 っ て 計 算 さ れ る こ と が で き る 値 で  
あ り 、 マ ー ジ ン 量 は ０ 以 上 の 値 、 特 に 最 新 の 発 電 電 力 値 （ ｋ Ｗ ） の ５ ～ ４ ０ ％ の 範 囲 か ら  
選 択 さ れ る 値 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な デ ー タ 取 得 、 判 定 、 及 び そ れ に 基 づ く 二  
種 類 の 発 電 電 力 の 制 御 が 、 デ ー タ 取 得 に 合 わ せ た 特 定 の 周 期 で 繰 り 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ の 本 発 明 の 制 御 方 法 で は 、 ま ず 最 新 の 受 電 電 力 値 と そ の 直 前 の 受 電 電 力 値 を 短 い 周  
期 で 取 得 し 、 こ れ ら の 受 電 電 力 値 の 差 が 特 定 の 閾 値 以 上 で あ る か に 基 づ い て 受 電 電 力 値 の  
急 激 な 低 下 を 判 断 す る よ う に し て い る の で 、 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） の 急 激 な 低 下 に よ っ て  
逆 潮 流 が 生 じ る お そ れ が あ る 場 合 で も 迅 速 に 防 止 す る こ と が で き る 。 次 に 、 さ ら に 必 要 に  
よ り 、 取 得 し た 最 新 の 受 電 電 力 値 が 特 定 の 閾 値 以 上 で あ る か に 基 づ い て 受 電 電 力 値 自 体 の  
低 下 も 判 断 す る よ う に し て い る の で 、 逆 潮 流 が 生 じ る 傾 向 が あ る 場 合 も 確 実 に 防 止 す る こ  
と が で き る 。 こ の よ う に 、 図 ３ の 本 発 明 の 制 御 方 法 で は 、 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） の 急 激 な  
低 下 に よ る 逆 潮 流 に 迅 速 に 対 応 す る こ と が で き て い る の で 、 安 全 の た め の 発 電 電 力 の 抑 制  
の マ ー ジ ン 量 を 従 来 の よ う に 大 き く と る 必 要 は な く 、 従 っ て 発 電 電 力 の 抑 制 量 は 最 小 限 で  
済 み 、 発 電 電 力 を 有 効 に 活 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 受 電 電 力 値 の 取 得 周 期 を 短 く 設 定  
し て い る の で 、 受 電 電 力 値 の 急 激 な 低 下 に 対 し て パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ ー （ Ｐ Ｃ Ｓ ） へ の  
発 電 電 力 の 低 下 の 指 示 も 迅 速 に 反 映 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 制 御 方 法 で は 、 デ ー タ 取 得 部 に お け る 受 電 電 力 値 、 及 び 所 望 に よ り 発 電 電 力 値  
の 取 得 の 周 期 は 、 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） の 急 激 な 低 下 を 迅 速 に 検 出 し て Ｐ Ｃ Ｓ の 指 示 に 素  
早 く 反 映 す る た め 、 従 来 よ り 短 く 、 ３ 秒 以 下 、 好 ま し く は ２ ． ５ 秒 以 下 、 よ り 好 ま し く は  
２ 秒 以 下 で あ る 。 な お 、 本 発 明 の 制 御 方 法 で は 、 最 新 の 受 電 電 力 値 の 急 激 な 変 化 の 有 無 と  
、 任 意 選 択 的 に 最 新 の 受 電 電 力 値 自 体 の 大 き さ の 減 少 の 有 無 に 基 づ い て 逆 潮 流 の 発 生 の お  
そ れ が あ る か ど う か を 判 断 し て 発 電 電 力 の 低 下 を 行 な う が 、 前 者 に つ い て は 、 上 記 の 短 い  
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受 電 電 力 値 の 取 得 の 周 期 で 判 断 す る こ と が 好 ま し く 、 後 者 に つ い て は 、 前 者 と 同 じ 周 期 で  
判 断 し て も よ い が 、 そ れ よ り 長 い 周 期 （ 即 ち 、 例 え ば 前 者 の 周 期 の ２ 倍 以 上 の 整 数 倍 の 長  
い 周 期 ） で 判 断 す る こ と で 十 分 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 図 面 を 使 用 し て 従 来 の 制 御 方 法 と 比 べ た 本 発 明 の 制 御 方 法 の 効 果 を 具 体 的 に 示 す  
が 、 本 発 明 は 、 図 面 に 示 し た 方 法 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ は い ず れ も 、 図 ２ の 従 来 技 術 の 制 御 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い た 発 電  
電 力 の 制 御 の 逆 潮 流 防 止 効 果 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 一 例 で あ る 。 図 ４ と 図 ５ は 、 発 電 電 力 の  
常 時 抑 制 の マ ー ジ ン 量 が 異 な る 以 外 は 、 同 一 条 件 （ 受 電 電 力 値 の 測 定 周 期 ： ６ 秒 ） で の シ  
ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 を 示 し て お り 、 図 ４ で は マ ー ジ ン 量 は ５ ０ ｋ Ｗ で あ る の に 対 し て 、 図  
５ で は マ ー ジ ン 量 は １ ０ ０ ｋ Ｗ と 大 き く と っ て い る 。 図 ４ 及 び 図 ５ の グ ラ フ 中 、 一 番 上 の  
ラ イ ン は 消 費 電 力 を 示 し 、 上 か ら 二 番 目 に 二 つ 重 な っ て い る ラ イ ン の う ち 、 色 の 薄 い 方 は  
パ ワ ー コ ン デ ィ シ ョ ナ ー （ Ｐ Ｃ Ｓ ） へ の 指 示 を 示 し 、 色 の 濃 い 方 は そ の 指 示 に 追 従 し た 発  
電 電 力 を 示 し 、 一 番 下 の ラ イ ン は 受 電 電 力 を 示 す 。 な お 、 受 電 電 力 は 、 消 費 電 力 か ら 発 電  
電 力 を 引 い た 差 に 相 当 す る 。 図 ４ 及 び 図 ５ か ら わ か る よ う に 、 い ず れ の 場 合 も 各 測 定 周 期  
の 間 の う ち ２ 箇 所 で 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） の 急 激 な 低 下 が 起 こ っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ の 方 法 で は 、 発 電 電 力 の 常 時 抑 制 の マ ー ジ ン 量 を ５ ０ ｋ Ｗ と 小 さ く と っ て い る た め  
、 こ れ ら の ２ 箇 所 の 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） の 急 激 な 低 下 に 対 し て い ず れ も 迅 速 に 対 応 す る  
こ と が で き ず 、 発 電 電 力 が 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） を 上 回 っ て し ま い 、 逆 潮 流 （ 図 ４ の グ ラ  
フ に お い て 、 受 電 電 力 が 負 の 値 に な る 現 象 ） が 発 生 し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 図 ５ の 方 法  
で は 、 発 電 電 力 の 常 時 抑 制 の マ ー ジ ン 量 を １ ０ ０ ｋ Ｗ と 大 き く と っ て い る た め 、 受 電 電 力  
は い ず れ の 箇 所 も 負 の 値 に は な っ て お ら ず 、 逆 潮 流 の 発 生 を ギ リ ギ リ 免 れ て い る 。 こ の 場  
合 、 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） の 急 激 の 低 下 が あ っ て も 逆 潮 流 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き て  
い る が 、 発 電 電 力 の 常 時 抑 制 の マ ー ジ ン 量 が 大 き い た め 、 発 電 電 力 量 を 常 時 大 幅 に 低 く 抑  
制 す る こ と に な り 、 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 発 電 能 力 を 有 効 に 活 用 で き て い な い 。 ま た 、 い  
ず れ の 場 合 も 受 電 電 力 の 測 定 周 期 が ６ 秒 と 長 い た め 、 Ｐ Ｃ Ｓ へ の 発 電 電 力 の 低 下 の 指 示 の  
反 映 が 遅 く な っ て お り 、 受 電 電 力 （ 消 費 電 力 ） の 低 下 に 迅 速 に 対 応 で き て い な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 方 、 図 ６ は 、 図 ３ の 本 発 明 の 制 御 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い た 発 電 電 力 の 制 御 の  
逆 潮 流 防 止 効 果 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 一 例 で あ る 。 図 ６ の 方 法 で は 、 発 電 電 力 の 常 時 抑 制 の  
マ ー ジ ン 量 は 、 図 ４ ， 図 ５ の 従 来 の 方 法 に 比 べ て １ ５ ｋ Ｗ と 小 さ く 抑 制 さ れ て い る 。 ま た  
、 受 電 電 力 値 の 測 定 周 期 は 、 図 ４ 、 図 ５ の 従 来 の 方 法 に 比 べ て ２ 秒 と 短 く 設 定 さ れ て い る  
。 図 ６ の グ ラ フ 中 、 一 番 上 の ラ イ ン は 消 費 電 力 を 示 し 、 上 か ら 二 番 目 に 二 つ 重 な っ て い る  
ラ イ ン の う ち 、 色 の 薄 い 方 は Ｐ Ｃ Ｓ へ の 指 示 を 示 し 、 色 の 濃 い 方 は そ の 指 示 に 追 従 し た 発  
電 電 力 を 示 し 、 一 番 下 の ラ イ ン は 受 電 電 力 を 示 す 。 な お 、 受 電 電 力 は 、 消 費 電 力 か ら 発 電  
電 力 を 引 い た 差 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ の 方 法 で は 、 最 初 に 、 最 新 の 計 測 時 点 で の 受 電 電 力 値 と そ の 直 前 の 計 測 時 点 で の 受  
電 電 力 値 を 取 得 し 、 こ れ ら の 受 電 電 力 値 の 差 の 大 き さ に 基 づ い て 受 電 電 力 値 の 急 速 な 低 下  
が あ る か ど う か を 判 断 し て 発 電 電 力 の 制 御 を 行 な い 、 次 い で そ の 最 新 の 計 測 時 点 で の 受 電  
電 力 自 体 の 大 き さ に 基 づ い て 受 電 電 力 値 の 低 下 の 傾 向 が あ る か ど う か を 判 断 し て 発 電 電 力  
の 制 御 を 行 な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ の 方 法 で は 、 上 記 の 制 御 を 行 な っ て い る た め 、 発 電 電 力 の 低 下 が 頻 繁 に 行 な わ れ て  
い る が 、 い ず れ の 消 費 電 力 の 急 激 な 低 下 に 対 し て も 迅 速 に 対 応 す る こ と が で き て い る 。 即  
ち 、 図 ６ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 中 、 発 電 電 力 が 消 費 電 力 を 常 に 下 回 っ て お り 、 受 電 電 力 は 常  
に 正 の 値 で あ り 、 逆 潮 流 は 全 く 発 生 し て い な い 。 ま た 、 図 ６ の 方 法 で は 、 安 全 の た め の 発  
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電 電 力 の 常 時 抑 制 の マ ー ジ ン 量 が １ ５ ｋ Ｗ と 小 さ い た め 、 発 電 電 力 量 の 常 時 抑 制 は 最 小 限  
で 済 み 、 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 発 電 能 力 を 有 効 に 活 用 で き て い る 。 ま た 、 受 電 電 力 値 の 測  
定 周 期 が ２ 秒 と 短 い た め 、 Ｐ Ｃ Ｓ へ の 発 電 電 力 の 低 下 の 指 示 の 反 映 が 早 く 、 受 電 電 力 （ 消  
費 電 力 ） の 低 下 に 迅 速 に 対 応 で き て い る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 自 家 消 費 型 太 陽 光 発 電 シ ス テ ム の 電 力 制 御 装 置 及 び 電 力 制 御 方 法 に よ れ ば 、 逆  
潮 流 防 止 の た め の 発 電 電 力 の 抑 制 量 を 最 小 限 に し な が ら 、 消 費 電 力 の 急 激 な 低 下 時 で あ っ  
て も 逆 潮 流 を 迅 速 に 防 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 当 業 者 に お い て 本 発 明 は 、 極 め て 有  
用 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １     太 陽 光 発 電 シ ス テ ム
　 ２     太 陽 光 発 電 設 備
　 ２ Ａ   発 電 電 力
　 ３     電 力 会 社
　 ３ Ａ   受 電 電 力
　 ４     負 荷
　 ４ Ａ   消 費 電 力
　 ５     空 調 設 備
　 ６     計 測 デ ー タ 取 得 部
　 ７     制 御 部
　 ８     ス マ ー ト メ ー タ ー
　 ９     分 電 盤
　 １ ０   イ ン タ ー ネ ッ ト
　 １ １   ク ラ ウ ド サ ー バ ー
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】



10

20

30

40

50

JP 2023-153485 A 2023.10.18(12)

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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